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論 文 内 容 要 旨
脂質を検知する能力である口腔脂質感受性（OFS）は，日常の脂質摂取を含むヒトの摂食習慣と
関係がある。すなわち，適切な OFS を維持することは健康にとって重要である。さらに，ストレス
や睡眠などの生活習慣因子が脂質の摂取に影響を与える可能性がある。しかしながら，OFS と，ス
トレスマネジメントまたは睡眠との間の相関関係は，多くが未解明である。それ故，著者は健常若
年成人男性における，OFS のストレスマネジメントや日中の眠気に関する生活習慣との相関性を調
べた。
生活習慣に関する質問を含む，健康に関する自記式アンケートを完了した22人の被験者（27.2 ± 6.0
歳）について，OFS，3 つの基本味（甘味，塩味および酸味）並びに BMI を測定した。次に味覚の
感受性とストレスマネジメントおよび日中の眠気との相関を分析したところ，個人的な心配事の相
談相手の数（ストレスマネジメントやソーシャルサポートに関する質問）は OFS と正に相関したが（P 
= 0.041），他の味覚敏感度とは相関しなかった。対照的に，ストレスマネジメントに関する他の生活
習慣因子（リラックスの頻度，イライラ時や心配時の摂食の頻度並びに自分の睡眠に対する満足度）
および日中の眠気は，試験した他の味覚感受性と同様，有意な相関は得られなかった。
これらの結果は，健常若年成人男性における OFS とソーシャルサポートの程度との独特の相関関
係を特徴付けるものであり，OFS にみられる個人差についての新たな洞察を与えるものである。し
たがって，ソーシャルサポートの程度を測定することは，OFS 障害の評価に役立ち，ストレス過食
の予防に寄与する可能性がある。
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審 査 結 果 要 旨
食品等に含まれる脂質を検知する口腔の能力である「口腔脂質感受性」は，味質，嗅覚，温度感覚，
テクスチャー感覚などとともに食品のおいしさの享受に関与し，摂食行動の積極性や食嗜好，飽食感
や満腹感の形成などを通じて，栄養状態や健康に影響を及ぼす可能性が指摘されている。とはいえ現
時点では脂肪酸を適刺激とする受容器の存在が示され，感受性における個人差の存在や，感受性と生
活習慣，体格指数の関連などが断片的に報じられるに過ぎない。
本研究は，口腔脂質感受性が栄養状態や健康と関連する可能性に着目し，摂食行動や栄養状態との
関連が知られている味覚，睡眠，ストレスマネジメントに係る生活習慣因子が脂質感受性といかなる
関連を有するかを，若年成人男性 22 名において検討したものである。
口腔脂質感受性の評価指標には，無脂肪乳へのオレイン酸添加の有無を識別する識別閾値が用いら
れ，味覚の評価指標には甘味，酸味，塩味の 3 種の基本味の検出閾値が用いられた。睡眠状態の評価
には，自記式アンケート法であるエプワース眠気尺度が，またストレスマネジメントに関する生活習
慣には，独自の自記式アンケートが用いられ，ソーシャルサポート，リラックスの頻度，情動的摂食
の頻度，睡眠への満足度の 4 項目が評価された。加えて身長と体重，体脂肪率を測定され，栄養状態
の評価に供されている。
本研究より，ストレスマネジメント関連因子のひとつであるソーシャルサポートに関して，口腔脂
質感受性との間に有意な関連が示される一方で，味覚感受性とは有意な関連が認められなかった。ま
たリラックスの頻度など他のストレスマネジメント関連生活習慣因子や睡眠は，脂質感受性，味覚感
受性のいずれとも有意な関連が認められなかった。著者はこれらに関し，ストレス応答にはソーシャ
ルサポートの影響が大きく，それゆえソーシャルサポートはストレス誘発性の情動性摂食，なかんず
く高カロリー，高脂肪食品の摂取量に影響し，ひいては口腔脂質感受性にも影響を及ぼすと推察して
いる。
もちろん本研究の知見はこの仮説に十分な根拠を与えるものではないが，口腔脂質感受性という新
たな口腔感覚がどのような経路で栄養や健康に影響を及ぼすかに関する考察は，たとえばストレスに
よる有害な摂食行動の予防の方途を考えるうえで大いに示唆に富む。
よって本論文は博士（歯学）の学位授与に値するものと認める。
